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第１章 序論 

第１節 研究背景 

第１項 英国プレミアリーグ研究の意義 

現在、世界で最も成功しているサッカーリーグとして名を馳せているのは英国のバー

クレイズ・プレミアリーグである。Giulianotti(2004)は、少なくとも 19世紀後半から
英国プロサッカーが世界的に普及した結果、全ての大陸文化的背景を超えスポーツ産業

においてフットボールが最もダイナミックにグローバル化が進んでいると述べており、

現在の欧州サッカーリーグブームの原点がイングランドにあることがわかる。 
 

 

図  1 Revenue growth of the ‘big five’ European leagues 96/97-10/11 (£m) 

Deloitteより筆者作成 

 

これは、1996/97シーズンから 2010/11シーズンまでの欧州５大リーグの総収入額の
推移である。96/97シーズンでは、欧州トップ 5リーグ間における大きな差は見られな

かったが、2010/11シーズンでは 1位のイングランドと 2位、3位であるドイツ・フラ
ンスとの差は約 2倍にまで広がっていることがわかる。角田(2006)は、主に放映権料の
高騰によりクラブ収入が大幅に増加したこと、またボスマン判決後に外国人選手の移籍

が流動的になったことから一部のクラブは有望な選手を世界中から集めることが可能

になり、プレミアリーグの人気が上昇し、収益が上がったと述べている。 
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表  1 2011/12 Revenue(£ m) 

Deloitte(2013)より筆者作成 

ranking team Revenue(£ m) 

3 マンチェスター・ユナイテッド 395.9 

5 チェルシー 322.6 

6 アーセナル 290.3 

7 マンチェスター・シティ 285.6 

9 リバプール 233.2 

Deloitteの Football Money League 2013によると、世界で最も収益が高いクラブベ
スト 20に選ばれているクラブ数が最も多いリーグはプレミアリーグとなっている。世

界で最も収益が高いクラブはレアルマドリード（スペイン）であり、それに次いでバル

セロナ（スペイン）である。プレミアリーグの中で最も収益が高いマンチェスター・ユ

ナイテッドは、第 3位となっており、20位以内にはマンチェスター・ユナイテッド、

チェルシー、アーセナル、マンチェスター・シティ、リバプール、トッテナム・ホット

スパー、ニューカッスル・ユナイテッドがランクインしている。 
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第２項 クラブ所有者と経営者の国際化 

Deloitteが発行している Annual Review of Football Financeによると、リーグ売上
規模は 1992年時点で￡171ｍとなっている。主な収入源は現在同様の放映権、広告料

収入、試合開催日のチケット収入がサッカークラブの収入源となったが、それぞれの金

額は現在に比べそれほど高くなく、まだ収益性はそれほど高いとは言えない。また

Wagg(1984)によると、当時のクラブの意思決定権は、クラブオーナー兼経営者がすべ

て持っており所有と経営は一致していた。また選手の採用については監督に一任されて

おり、クラブによる育成と国内選手の移籍が中心であり、主にその地域で優秀な人材を

育成するか英国人の優秀選手を他クラブから獲得し試合に起用するのが一般的であっ

た。 
1992年プレミアリーグの開幕戦において外国人選手（英国 or アイルランド以外を外

国人と定義）でスターティングメンバーになった人数が 11人であったことからも英国

人中心のリーグであったと言える。これらのことから開幕当時のサッカークラブは、一

部のクラブはグローバルにマーケットをシフトし、プレミアリーグ開幕以前のフットボ

ールリーグ時代よりもはるかにマーケットは拡大しはじめた時代であるが、当時プレミ

アリーグは地域サッカークラブを主体とする国内リーグの位置づけであった。当時のサ

ッカークラブにとってマーケットの対象となるエリアは、当時すでに全国的に強豪クラ

ブとして人気の高かったビッグ 5（リバプール、トッテナム、アーセナル、エバートン、

マンチェスター・ユナイテッド）は英国外への放映地域の拡大とともに欧州を中心にマ

ーケットをグローバルに広げていったが、その他プレミア所属クラブのマーケットは依

然として所在地域であったと述べられている。 

 

表  2 1992-2004 の英国プレミアリーグ  

プレミアリーグ創設期  1992-2004 

リーグ売上規模 ￡171ｍ（1992年） 

主な収入源 チケット、放映権 

経営組織 

（意思決定プロセス） 

オーナー兼経営者 

マネージャー(監督) 

 

	
 King(1997,2002)は 1992年にフットボールリーグ 1部所属のクラブが離脱し、英国
プレミアリーグが開幕した結果、開幕当初所属クラブは、フットボールリーグ時代に比

べ権限が大きくなった結果、スポンサー契約テレビ放映権等を独自に締結できるように
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なりリーグの売上は著しく伸びたと述べている。また、投資を目的としてクラブ経営行

う資本家の参入、選手監督サラリーの上昇、新規のスタジアム建設等様々な変化が起こ

り、その結果フットボールのコンテンツとしての価値が増加し、環境整備もされたこと

からファン層は拡大し多くのファンを取り込むことに成功した。 
Namdi(2009)は、21 世紀のプロスポーツの最大の現象の一つは国際化であり、英国

プレミアリーグはその典型的な例である。選手、監督、経営者、オーナーに至るまで外

国人が入り、また海外資本が流入した結果英国プレミアリーグは発展したと述べており、

実際その分析のように 2003年頃からプレミアリーグに所属する各クラブが外国人投資
家に買収されるようになった。 

 

表  3 プレミアリーグ外国人オーナー参入の歴史  

Year クラブ  オーナー  国籍  

2003 Chelsea Roman Abramovich RUSSIA 

2005 Man United Malcolm Glazer USA 
2006 Aston Villa Randy Lerner USA 
2008 Sunderland Ellis Short USA 

2008 Man City Mansour bin Zayed Al Nahyan Abu Dhabi 
2010 Liverpool Fenway Sports Group USA 
2011 Arsenal Stan Kroenke USA 

 

現在ではマンチェスター・ユナイテッドやチェルシーといったビッククラブから、ア

ストン・ビラやバーミンガムなどといったクラブまでが外国人オーナーが所有しており、

2011/12シーズン英国プレミアリーグ所属 20クラブのうち、45％である 9クラブが外
国人オーナーもしくは外資系企業所有となっている。 
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表  4  2011/12 プレミアリーグクラブのオーナー  

チーム  役職  氏名  国籍  

Manchester City Owner Mansour bin Zayed Al Nahyan UAE 

Manchester United Owner Joel and Avram Glazer USA 

Arsenal Owner Lindley Keswick UK 

Tottenham Owner ENIC International Lid UK 

Newcastle Owner Mike Ashley UK 

Chelsea Owner Roman Abramovich RUSSIA 

Everton Owner Bill Kenwright UK 

Liverpool Owner Fenway Sports Group USA 

Fulham Owner Mohamed Al-Fayed EGYIPT 

WBA Owner Jeremy Peace UK 

Swansea Owner Huw Jenkins UK 

Norwich Owner Alan Bowkett UK 

Sunderland Owner Ellis Short USA 

Stoke City Owner Peter Coates UK 

Wigan Owner David Whelan UK 

Aston Villa Owner Randolph David Lerner USA 

QPR Owner 
Tony Dernandes  (66%) 

The Mittal family (34%) 
MALAYSIA 

Bolton Owner Eddlie Davies UK 

Blackburn Owner V H Group India 

Wolves Owner Steve Morgan UK 

 
またクラブ経営者に外国人が登用されるケースも多く見受けられた。2011/12シーズ

ンプレミアリーグ所属クラブ 20チームのうちの 40％にあたる 8クラブの経営者に外国
人が起用されていた。 
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表  5  2011/12 プレミアリーグクラブのチェアマン  

チーム  役職  氏名  国籍  

Manchester City Chairman Khaldoon Khalifa Al Mubarak UAE 

Manchester United Chairman 
Joel glazer 

Avram glazer 
USA 

Arsenal Chairman Peter Hill-Wood UK 

Tottenham Chairman Daniel Levy UK 

Newcastle Chairman Derek	
 Llambias UK 

Chelsea Chairman Bruce M. Buck USA 

Everton Chairman Bill Kenwright UK 

Liverpool Chairman Tom werner USA 

Fulham Chairman Mohamed Al-Fayed EGYPT 

WBA Chairman Jeremy Roland Peace UK 

Swansea Chairman Huw Jenkins UK 

Norwich Chairman Alan John Bowkett UK 

Sunderland Chairman Ellis Short USA 

Stoke City Chairman Peter Coates UK 

Wigan Chairman David  Whelan UK 

Aston Villa Chairman Randy Lerner USA 

QPR Chairman Tony Fernandes 
MALAYSI

A 

Bolton Chairman Philip 'Phil' Gartside UK 

Blackburn Chairman Derek Shaw UK 

Wolves Chairman Steve Morgan UK 

 
通常の企業経営において企業所有者（オーナー、株主等）が変更されることや、経営

者に外国人を登用することはグローバリゼーションを前提とし経営活動を行っている

大企業においてはそれほど珍しいこととは言えないが、サッカークラブオーナーや経営

者にこれほどの比率で外国人が登場するリーグは英国プレミアリーグをおいて他には

ないといえる。またWagg(1984)はプレミアリーグ開幕以前の英国サッカークラブ経営

は、オーナーとマネジャー（監督）がおおよそ２名で意思決定を行っていたと述べてい
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るが、現在のプレミアクラブの多くはオーナーと経営者が異なっており所有者が経営を

行うスタイルに変化がでてきたと言える。 

 
第３項 ファイナンシャルフェアプレー 

 
FFP（ファイナンシャルフェアプレー）はサッカークラブにおける財務最適化のため

のルールである。2013-14 シーズンにおける審査対象年度は 2011-12 シーズンと
2012-13シーズンの２シーズンが対象となり、この２年間の合計の赤字総額を 4500万
€（約５４億円）以内にしなければいけない。また、2015-16シーズンから 2017-18シ

ーズンまでの 3シーズンからは更に条件が厳しくなり、赤字金額を 3500万€（約 35億
円）以内にしなければいけなくなる。そして、さらに 2018-19 シーズン以降は厳しく
なり、一切の赤字が許されなくなるシステムがファイナンシャルフェアプレー制度であ

る。この基準をクリアできないクラブはヨーロッパにおけるクラブライセンスが発行さ

れないため、UEFA が管轄している大会である「UEFA チャンピオンズリーグ」や
「UEFAヨーロッパリーグ」への出場ができなくなるのである。 

 
表  6 UEFA と英国サッカーリーグにおける FFP 

出所：www.financialfairplay.co.uk 

 
 

近年、欧州クラブにみられるオイルマネーの流入により、特にプレミアリーグは潤っ

ているクラブが多いが、この制度の導入により、オーナーがポケットマネーにより赤字

を補填するやり方も禁止されるようになり、将来的にはオーナーの資金力とクラブが使

える補強予算も無関係になり、さらに銀行などの金融機関からの借入金による補填も不

可能になるのである。しかし、長期的な投資である育成やスタジアムなどの施設に対す

る支出はファイナンシャルフェアプレーとしての支出にはカウントされずに、別会計と
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なることも決まっているのである。このような、ファイナンシャルフェアプレーの導入

が決まった結果、各チームは単年度の黒字決算を継続しなければ、リーグに残留するこ

とや欧州リーグ、欧州チャンピオンズリーグへの参加権利を剥奪されることとなり、各

クラブは経営力を向上させる必要が生じた。 
クラブ経営が赤字になる主な理由は、チーム戦力向上のため優秀な選手を獲得する資

金や人件費が高騰したために、投資が収入を上回っているからである。 

 
第４項 筆者の問題意識 

以上のような背景から筆者は英国サッカークラブの所有形態とクラブ成績および経

営について焦点をあてて研究することは非常に意義深いと考えた。世界一の売上高を誇

り、また成長を続ける英国プレミアリーグ所属クラブの所有形態と成績および経営の現

状について明らかにし、どの所有形態が比較的結果がでているかを明らかにすることは、

今後の世界のサッカークラブの所有形態の潮流を知る手がかりとなるからである。本研

究においては英国プレミアリーグに絞り所有形態と成績および経営に関する分析をし

ているところが非常に独創的な点である。この調査を通じて、プロサッカークラブの経

営形態ごとの特徴を明らかし、経営課題を明らかにすることで、今後どのように資金調

達をサッカークラブが行うべきかを示す一助になると考えている。	
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第２節 先行研究 

プロスポーツ経営幹部に関する先行研究として、宮崎（2008）は欧州サッカーリー
グにおける日本人経営幹部については、フランスグルノーブル GF38で 2007年 GMに

就任した祖母井に焦点をあて、日系ＩＴ企業が経営権を持つとその経営戦略やスポンサ

ーシップ、選手獲得のスキームはどのように変化し、チーム強化につながるのかについ

て論じている。また、Black（2005）、Glenn（2012）は、米国メジャースポーツの経

営者について評価を行っている。Black（2005）は 2005－2009年のMLB（メジャー
リーグベースボール）の GM（ゼネラルマネジャー）の評価を行い、総投資額が大きな
チーム編成を行った GMは勝利数が多くプレーオフにも進出しており、GMの任期に

ついてはチーム勝利数を増加させプレーオフに進出することで期間が延長されている

と結論づけている。Glenn（2012）はMLB、NBA,NFLの GM職にどのような人物が
その職についているのかについて論じている。 

プレミアリーグに関する研究として、Namdi(2009)は、21世紀のプロスポーツの最
大の現象の一つは国際化であり、英国プレミアリーグはその典型的な例であり、選手、

監督、経営者、オーナーに至るまで外国人が入り、また海外資本が流入した結果英国プ

レミアリーグは発展したが、マネジメントの方法はグローバル化の影響で大きく変化を

遂げなければならず、意思決定方法やプロセスも以前とは大きく異なってしまったこと

を社会学、心理学の面からアプローチしている。 

Wilson(2013)は、以下の３つの所有形態からプレミアリーグクラブを分類している。 

 

図  2 Wilson のプレミアリーグクラブ３分類  
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① 株式公開②英国人オーナー③外国人オーナーである。 
① 株式公開クラブは 2001から 2007年の間に 14クラブから 2クラブに減少 
② 英国人オーナー③外国人オーナーの数はそれぞれ 9クラブずつに上昇した。 

また③外国人オーナーがプレミアクラブを買収する理由は主に 3つあるとし、マーケッ
トの拡大により様々なコストが増大したため、伝統的な英国人オーナーが私財で新たな

投資を行うことができなくなりクラブを手放したいと考えていること、世界的な名声を

手に入れるためのシンボルとしての付加価値がプレミアサッカークラブにあること、高

額な放映権料を背景にしたクラブ収入の増加により多くの収入を得ることができるか

らとしている。また巨額の投資が必要となった結果、多くの英国サッカークラブは多大

な債務を抱えていること、そしてその傾向は他の欧州サッカーリーグでも同様の傾向が

あると指摘している。 
またクラブ財政状況と成績の関係およびオーナーシップモデルの違いとクラブの成

績についての調査も行っている。方法は 2001年から 2010年までのプレミア在籍クラ
ブの財務諸表から抽出したデータをもとにクラブの財務状況と順位から相関分析を行

い、オーナーシップモデルとクラブ成績については Anovaテストを用い分析を行った。

その結果、株式公開型のクラブが財政的には個人所有のクラブよりも健全であるという

結果と短期的に成績をあげているのは外国人オーナーのクラブであり、この場合は多額

の投資によって実現されていると結論づけている。 

これまでに、プロスポーツ経営幹部に関する研究やプレミアリーグの発展に関する研

究は行われているが、英国プレミアリーグにおける所有形態と経営および成績との関係

に関する研究はいまだ不十分である。 

 
 
第３節 目的 

本研究の目的は、英国プレミアリーグ所属プロサッカークラブの変化を踏まえつつ、

現状分析から所有形態それぞれの成績および経営に関する特徴について明らかにする

ことである。 
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第２章 研究手法 

 
研究目的を達成するために、本論では、英国プレミアリーグクラブの所有形態をその

属性に応じて、Wilson（2013）の分類よりもさらに細分化して、「株主公開型」「英国
人個人オーナー型」「英国企業オーナー型」「外国人オーナーオイルマネー型」「米国企

業オーナー型」「外国人オーナー型」「その他」の 6つに分類し以下の項目について文献
調査および分析を行った。 

 

図  3 プレミアリーグクラブ６分類  

 
① クラブ所有分類ごとの順位 
② クラブ所有分類ごとの総売上 
③ 売上比率 

④ 総支出 
⑤ 総収入 
⑥ 売上に占める人件費の割合 

⑦ 勝ち点１あたりの人件費 
⑧ 人件費と成績の関係 
⑨	
 オーナーとクラブ経営者の経歴および編成権について 
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第３章 研究結果 

研究結果では分類した「株主公開型」「英国人個人オーナー型」「英国企業オーナー型」

「外国人オーナーオイルマネー型」「米国企業オーナー型」「外国人オーナー型」「その

他」ごとに分析結果をまとめた。 

 
第１節 株式公開（公開有限責任会社）型 

イギリスの 2006年会社法(Companies Act2006)において、会社は公開会社(Public 
Company)と私会社（Private Company）に分類される。公開会社とは、株式有限責任

会社(Company Limited by Shares)と株式資本を有する保証有限責任会社(Company 
Limited by Guarantee and having a Share capital)のうち、基本定款において公開会
社である旨の定めをおき、かつ、公開会社としての登記又は再登記に関する一定の要件

を充足するものをいう。公開会社は、有価証券の公募が許され、かつ最低資本金制度が

適用されるのが特徴である。公開会社である有限責任会社は原則として”public limited 
company”または”p.l.c”を付けなければいけない。 

	
 観客席に収容能力を上回るファンが押しかけて 96人の死者を出した 89年の「ヒル
ズボロの悲劇」を契機に、老朽化したスタジアムを改修する動きが起こり、費用を捻出

するために 90年代にいくつかのクラブが国内市場に株式を上場した。角田(2006)は、

財力が豊富で組織規模が大きいプロサッカークラブの組織形態は PLC(Public Limited 
Company)が多く、当時の公開有限責任会社は、Chelseaや Everton、Liverpool、Bolton 
Wanderers、Tottenham Hotspurなどが存在していたと述べている。 

しかし、Wilson(2013)によると、試合結果によって株価が大きな影響を受けることな
どから投資家に敬遠されるなど問題が多く存在したため 2011/12シーズンには 2クラ
ブまでに減少したと述べている。 

 
表  7 株式公開（公開有限責任会社）型  

チーム名  会社名  筆頭株主  

アーセナル Arsenal Holdings Stan Kroenke (April,2011-) 

マンチェスター・ユナイテッド Manchester United 
Avram Glazer 

Joel Glazer 
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株式公開クラブは、アーセナルとマンチェスター・ユナイテッドである。 
アーセナル FCは 2007年から Arsenal Holdingsという Public Limited Company（公
開有限責任会社）として経営されている。 

 
表  8 Arsenal FC Share holders 

Arsenal HPより筆者作成 

Share holder name Number of shares Percentage 

KSE UK Inc (wholly owned by Stan Kroenke) 41,596 66.85% 

RED and WHITE SECURITIES LTD※ 18,671 30.00% 

※Alisher Usmanov と Ardavan Ferhad が 50%ずつ保有(2013 年 2 月時点) 

 

筆頭株主は Stan Kroenke となっており、66.85%の株を保有している。Arsenal 
Holdings plcは 62,217株のみを取引し、FTSEや SIMなどの公の場の取引は行われて
おらず、PLUSという特別なマーケットのみで株式は取引されている。2012年 3月 31

日現在、1株£16,250で取引されていた。 
マンチェスター・ユナイテッドは、1990年に上場し、公開有限責任会社として運営さ
れている。その筆頭株主に当たるのがMalcom Glazerの息子である Joel Glazerと

Avram Glazerである。さらに、マンチェスター・ユナイテッドは 2012年 8月 10日
に米国のニューヨーク証券取引所に新規株式公開(IPO)した。その背景には欧州経済危
機のあおりや、EU圏内の移籍の自由を認めた 1995年のボスマン判決を受け、選手の

移籍金が高騰し、天井知らずであったテレビ放映権料収入が限界に達したためであると

も述べられている。 
 

表  9 シーズンサマリー（株式公開型クラブ）  

順

位 
チーム 勝ち 

引き

分け 
負け 

勝ち

点 

総収

入 

総支

出 

人件

費 
勝ち点 

2 Man Utd 28 5 5 89 320.3 228.7 161.7 1.816853933 

3 Arsenal 21 7 10 70 235.3 200.1 143.4 2.048571429 

 

2011/12シーズンにおけるリーグ戦順位はアーセナルが 3位、マンチェスター・ユナ
イテッドが 2位と上位の成績を収めている。クラブ総売上においてはアーセナルが

￡235.3ｍで 3位、マンチェスター・ユナイテッドは￡320.3ｍで 1位である。 
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図 4からアーセナル、マンチェスター・ユナイテッドとも売上に占めるMatchday、
Broadcasting 、Commercialの収入のバランスがよくほぼ均等に売上があがっている
ことがわかるが、Commercial部門での差が両社の売上の差になっている。 

 

 

図  4 公開有限責任会社  型  

Deloitteより筆者作成 

 

総支出額についてはアーセナルが￡200.1ｍで 4位、マンチェスター・ユナイテッド

は￡228.7ｍで 3位である。総収入についてはアーセナルが￡35.2ｍで 2位、マンチェ
スター・ユナイテッドは￡91.6ｍで 1位であった。人件費についてはアーセナルが
￡143.4ｍで 4位、マンチェスター・ユナイテッドは￡161.7ｍで 3位であった。売上に

占める人件費率についてはアーセナルが 61％で 4位、マンチェスター・ユナイテッド
は 50％でノリッジとともに 1位であった。勝ち点１あたりの人件費についてはアーセ
ナルが￡2.04ｍで 17位、マンチェスター・ユナイテッドは￡1.81ｍで 15位であった。 
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図  5 人件費と成績の関係（株式公開型）  

 

人件費と成績からの分析においては両チームとも投資に見合った順位になっていた。

以上のことから公開有限責任会社の 2クラブは順位も上位であり、利益も十分であるこ
とから公開有限責任会社で経営が行われているクのリーグ戦成績と経営は順調である。

勝ち点１あたりの人件費についてはリーグの中でも下位に位置づけられているが、売上

に占める人件費の割合は 50～61％と両クラブとも健全な割合となっており、潤沢な資
金のもとに適切な投資額で選手の獲得を行ない上位の成績を収めていた。 

 

チーム名  代表者  

アーセナル Peter Hill-Wood 

マンチェスター・ユナイテッド Joel Avram glazer 

 

2011/12シーズンのアーセナルの代表者は Peter Hill-Woodである。Peter Hill-Wood
は 1993年にアーセナルの代表者に就任以来 20年間代表者を務めている。Hill-Wood
家は代々アーセナルの代表者を務めており、祖父にあたる Samuel Hill-Wood は 1929

年から 1936年まで、そして 1946年から 1949年、父 Denis Hill-Wood も 1962年か
ら 1982年までクラブ代表者を務めていた。Peter Hill-Woodはクラブ代表者としての
位置づけであり、クラブ運営はCEOである Ivan Gazidis に任されていた。Ivan Gazidis

y = -0.0868x + 17.536 
R² = 0.54263	
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はオックスフォード大学で法律学の学位を取得後、マンチェスター・シティにてサッカ

ービジネスに携わり、1994年にアメリカメジャーリーグサッカーの立ち上げに参加、
その後メキシコサッカー連盟と北中米・カリブ海諸国のチャンピオンを決定する

CONCACAFゴールドカップ開催に尽力した人物である。 

マンチェスター・ユナイテッドの代表者は筆頭株主である Joel Avram glazerである。
Joel Avram glazerは 2005年にマンチェスター・ユナイテッドの筆頭株主になった

Malcolm Glazerの子息であり 2006年から代表者を務めているがクラブの経営面は
ExecutiveのDavid Gillに任されている。David Gillは公認会計士と監査法人に勤務後、
1997年にマンチェスター・ユナイテッドにファイナンスディレクターとして入団し、

2003年から Executiveとしてクラブ経営全般の指揮をとっており、現在は英国サッカ
ー協会の副会長も務めている。 
アーセナル、マンチェスター・ユナイテッドとも代表者が経営者として経営をおこな

っておらず、専門経営者が任命され経営をおこなっていることが明らかになった。編成

権についてはアーセナル、マンチェスター・ユナイテッドともにクラブ実務トップであ

る Ivan Gazidisと David Gillに最終決裁権は委ねられていた。 

 

表  10 株式公開型の特性  

 

クラブの分類 クラブ数 特性 

株式公開 2 

順位・売上上位、収入のバランスが良い 

利益が最も出ている 

人件費率 50-60％ 

専任経営者が経営を行っている 

優勝を目的にしている 
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第２節 英国人オーナー 

第１項 英国人個人オーナー型 

表  11 英国人個人オーナークラブ  

チーム名  個人オーナー  クラブ経営者  

ウェスト・ブロムウィッチ・アルビオン Jeremy Peace Jeremy Peace  

ニューカッスル・ユナイテッド Mike Ashley Derek	
 Llambias 

エバートン FC Bill Kenwright Bill Kenwright 

スウォンジー・シティ FC Huw Jenkins Huw Jenkins 

ノーウィッチ・シティ FC Alan Bowkett Alan Bowkett 

ストーク・シティ FC Peter Coates Peter Coates  

ウィガン・アスレティック FC David Whelan David Whelan 

ボルトン・ワンダラーズ FC Eddie Dacies Philip Gartside 

ウォルバーハンプトン FC Steve Morgan Steve Morgan 

 
次に英国人個人オーナー型の各クラブについてである。2011/12シーズンにおけるリ

ーグ戦順位は、ニューカッスル・ユナイテッド 5位、エバートン FCが 7位、ウェスト・

ブロムウィッチ・アルビオンは 10位、スウォンジー・シティ FC11位、ノーウィッチ・
シティ FC12位、ウィガン・アスレティック FC13位、ストーク・シティ FC14位、ボ
ルトン・ワンダラーズ FC16位、ウォルバーハンプトン FCが 20位であり、順位的に

は中位から下位に順位が集中しているのが特徴である。 
表  12 シーズンサマリー（英国人個人オーナー型）  

順位 チーム 勝ち 
引き

分け 
負け 

勝ち

点 
総収入 総支出 人件費 勝ち点 

5 Newcastle 19 8 11 65 93.3 83 64.1 0.986153846 

7 Everton 15 11 12 56 80.6 86.1 63.4 1.132142857 

10 WBA 13 8 17 47 66.7 60.2 50.5 1.074468085 

11 Norwich 12 11 15 47 74.2 49.8 36.8 0.782978723 

12 Swansea 12 11 15 47 65.1 47.4 34.6 0.736170213 

14 Stoke City 11 12 15 45 70.7 64.6 53.2 1.182222222 

15 Wigan 11 10 17 43 52.6 43.7 37.7 0.876744186 

18 Bolton 10 6 22 36 65 74.5 55.3 1.536111111 

20 Wolves 5 10 23 25 60.6 47.1 38.3 1.532 
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クラブ総売上についてはニューカッスル・ユナイテッド￡93.3ｍで 7位、エバートン
FCが￡80.6ｍで 8位、ウェスト・ブロムウィッチ・アルビオンは￡66.7ｍ14位、スウ
ォンジー・シティ FC￡65.1ｍで 15位、ノーウィッチ・シティ FCは￡74.2ｍで 12位、

ウィガン・アスレティック FC￡52.6ｍで 20 位、ストーク・シティ FC￡70.7ｍで 13
位、ボルトン・ワンダラーズ FCは￡65ｍで 16位、ウォルバーハンプトン FCは￡60.6
ｍで 18位であり、総売上においても中位から下位に集中していた。 

 

 

図  6 英国人個人オーナー型  

 

図 6 は売上に占める Matchday、Broadcasting 、Commercial の割合であるがこのグ
ループの各クラブは Broadcastingの売上に占める割合が非常に高く、Broadcastingに

対する依存が高い。 
総支出額についてはニューカッスル・ユナイテッド￡83ｍで 9位、エバートン FCが

￡86.1ｍで 8 位、ウェスト・ブロムウィッチ・アルビオンは￡60.2ｍ16 位、スウォン

ジー・シティ FC￡47.4ｍで 18位、ノーウィッチ・シティ FCは￡49.8ｍで 17位、ウ
ィガン・アスレティック FC￡43.7ｍで 20位、ストーク・シティ FC￡64.6ｍで 14位、
ボルトン・ワンダラーズ FC は￡74.5ｍで 13 位、ウォルバーハンプトン FC は￡47.1

ｍで 19位と全体的に下位に集中していた。 

 
 

0 

20 

40 

60 

80 

100 

120 

140 

Matchday Broadcasting Commercial 

英国人個人オーナー型	
 

WBA Newcastle Everton Swansea Norwich 

Stoke City Wigan Bolton Wolves 



 19 

総収入についてはニューカッスル・ユナイテッド￡10.3ｍで 9位、エバートン FCが
￡5.5ｍの赤字で 15位、ウェスト・ブロムウィッチ・アルビオンは￡6.5ｍ11位、スウ
ォンジー・シティ FC￡17.7ｍで 6位、ノーウィッチ・シティ FCは￡24.4ｍで 3位、

ウィガン・アスレティック FC￡8.9ｍで 10位、ストーク・シティ FC￡6.9ｍで 12位、
ボルトン・ワンダラーズ FC は￡9.5ｍの赤字で 17 位、ウォルバーハンプトン FC は
￡13.5ｍで 7位であり、収支が黒字であったクラブが全 20クラブ中 13クラブの中で 7

クラブが英国人個人オーナー型のクラブからでており、支出を小さくし利益を出す経営

を行っている傾向がある。 
人件費についてはニューカッスル・ユナイテッド￡64.1ｍで 8位、エバートン FCが

￡63.4ｍで 10位、ウェスト・ブロムウィッチ・アルビオンは￡50.5ｍ15位、スウォン
ジー・シティ FC￡34.6ｍで 20位、ノーウィッチ・シティ FCは￡36.8ｍで 19位、ウ
ィガン・アスレティック FC￡37.7ｍで 18位、ストーク・シティ FC￡53.2ｍで 14位、

ボルトン・ワンダラーズ FC は￡55.3ｍで 13 位、ウォルバーハンプトン FC は￡38.3
ｍで 17位であり全体的に下位であった。 
売上高にしめる人件費の割合はニューカッスル・ユナイテッド 69％で 9 位、エバー

トン FCが 79％で 13位、ウェスト・ブロムウィッチ・アルビオンは 76％12位、スウ
ォンジー・シティ FC53％で 3位、ノーウィッチ・シティ FCは 50％でマンチェスター・
ユナイテッドと並んで 1 位、ウィガン・アスレティック FC72％で 10 位、ストーク・

シティ FC75％で 11 位、ボルトン・ワンダラーズ FC は 85％で 16 位、ウォルバーハ
ンプトン FCは 63％で 6位であった。人件費割合を 50％から 60％前半で維持し上位に
位置しているクラブもある反面、85%で下位にランクされるクラブもあった。 

勝ち点 1あたりの人件費については、ニューカッスル・ユナイテッド￡0.98ｍで 4位、
エバートン FC が￡1･13ｍで 6 位、ウェスト・ブロムウィッチ・アルビオンは￡1.07
ｍ5位、スウォンジー・シティ FC￡0.73ｍで 1位、ノーウィッチ・シティ FCは￡0.78

ｍで 2 位、ウィガン・アスレティック FC￡0.87ｍで 3 位、ストーク・シティ FC￡1･
18ｍで 7 位、ボルトン・ワンダラーズ FC は￡1･53ｍでウォルバーハンプトン FC と
並んで 11位であり、リーグ全体の中でも上位であった。比較的安い人件費で効率よく

勝ち点をあげていた。 
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図  7 人件費と成績の関係（英国人個人オーナー型）  

 

しかし、人件費と順位の観点からは、選手に対する投資額が全体的に小さいため順位

は中位から下位に位置しておりプレミアリーグに残留することは可能であるが上位も

しくは優勝の可能性はそれほど高くない。 

以上のことから英国人個人オーナー型の特徴として Broadcastingの収入を得るため
にプレミアリーグに残留することを目的にしている。また少ない投資額で効率よく勝ち

点をあげクラブ収益を黒字化、最大化している。英国個人オーナー型の特徴として、専

門経営者に経営を任せているクラブが 9クラブ中 2クラブしかなく、私財を投資しオー
ナー自ら経営者として経営をおこなっているため上記のような特徴を持つクラブが多

いと言える。編成権については英国の伝統的なスタイルである監督に委ねられており最

終決裁をオーナーに求める形態をとっていた。 
また、各クラブの経営者は様々な経歴を持つ人物であることも英国個人オーナー型の

特徴の一つと言える。ニューカッスル・ユナイテッドのオーナーMike Ashleyはスポー

ツ用品小売業チェーン店のオーナー、エバートン FCのオーナーBill Kenwrightは劇場
経営者であり全英でも有名な映画プロデューサーである。ウェスト・ブロムウィッチ・

アルビオンのオーナーJeremy Peaceは投資家、スウォンジー・シティ FCオーナーHuw 

Jenkinsは英国人ながらブラジルで投資銀行を経営、ノーウィッチ・シティ FCオーナ
ーAlan Bowkettは航空機部品メーカー経営者、ウィガン・アスレティック FCオーナ
ーDavid Whelanはスポーツ用品小売業チェーン店経営者、ストーク・シティ FCの 

y = -0.0868x + 17.536 
R² = 0.54263	
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オーナーPeter Coatesはベッティング会社経営者、ボルトン・ワンダラーズ FCオーナ
ーEddie Daciesは家電用品メーカー経営者、ウォルバーハンプトン FCオーナーSteve 
Morganは住宅メーカー経営者である。 

 

 
第２項 英国企業型 

トッテナム・ホットスパー  
表  13 英国企業型  

チーム名  会社名  クラブ経営者  

トッテナム・ホットスパー ENIC Group Daniel Levy 

 

次に英国企業型のクラブである。2011/12シーズンにおいてこの経営形態のクラブはト

ッテナム・ホットスパー1チームしかない。シーズン成績は 4位と上位につけていた。 

 
表  14 シーズンサマリー（英国企業型）  

順位 チーム 勝ち 
引き

分け 
負け 

勝ち

点 
総収入 総支出 人件費 勝ち点 

4 Tottenham 20 9 9 69 144.2 120.3 90.2 1.307246377 

 

クラブ総売上は￡144.2ｍとリーグ全体の 4 位であった。図 8 から売上に占める

Matchday、Broadcasting 、Commercialの割合は Broadcastingがやや高いがほぼ均
等な割合であった。 
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図  8 英国企業型  

総支出は￡148.6ｍで 6 位であった。総収入については￡23.9ｍの黒字であり全体の

4位であった。人件費については￡90.2ｍで 6位、売上高に占める人件費の割合は 63％
で 5位、勝ち点１あたりの人件費については￡1.36ｍで 9位であった。 
人件費と成績の関係からは投資額に見合った順位になっていた。以上のことから英国企

業型のクラブは成績についても上位経営的にも上位に位置づけられており、クラブの経

営形態として一つの有力な手法である。 
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図  9 人件費と成績の関係（英国企業型）  

 
所有者である ENIC Groupはスポーツとメディアに投資分野を絞っている投資会社

であり、2011/12 シーズンにおいてはトッテナム・ホットスパーの株式の 85％を所有
している。ENIC Groupは 1990年代後半からヨーロッパサッカークラブに投資を開始

した。当時株式を所有していたクラブはトッテナム・ホットスパー29.9％、スコットラ
ンドリーグのレンジャース FC25.1％、チェコリーグの SKスラビアプラパ 96.7%、ギ
リシャリーグ AEKアテネ FC47％、イタリアリーグのヴィジェンチャカルチョ 99.9％、

スイスリーグの FC バーゼル 50％であった。2001年にオーナーであった Alan Sugar
からトッテナム・ホットスパーの代表権と株式の 27％を買収、2007年にも残りの株式
を購入し株式の買い増しを続け現在の比率に引き上げた。現在 ENIC Groupはその他

分野でギャンブルサイト ukbettig.com 等その他分野にも投資を行っているが、サッカ
ークラブ所有に関してはその他クラブの株式はすべて売却しトッテナム・ホットスパー

だけに絞っている。クラブ経営者の Daniel Levyは ENIC GroupのManaging director

であり 2001年からトッテナム・ホットスパーの Chairmanとなっており、経営全般の
指揮をとっており、所有者である ENIC Groupの支配が鮮明である。英国人個人オー
ナー型同様に編成権については監督がもっており、最終決裁を Chairman に求める形

態であった。 

 

 

y = -0.0868x + 17.536 
R² = 0.54263	
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表  15 英国人オーナーの特性  

クラブの分類 クラブ数 特性 

英国人オーナ

ー 

個人型 9 

順位・売上とも中位から下位 

放映権収入の割合が高い 

7クラブが総収支で黒字を出している 

投資を少なくし利益をだしている 

勝ち点に対する人件費は低い 

様々なバックグランドのオーナーが経営者を兼務

している 

プレミアリーグ残留が主な目的 

企業型 1 

順位・売上上位 

収入のバランス良い 

利益も出ている 

投資に対する順位も順当 

親会社オーナーが経営者を兼務 

プレミア上位進出が目標 

 

 

 

 

第３節  外国人オーナー 

第１項 オイルマネー型 

表  16 オイルマネー型  

チーム名  個人オーナー  クラブ経営者  

マンチェスター・シティ Mansour bin Zayed Al Nahyan 
 Khaldoon Khalifa	
  

Al Mubarak 

チェルシー Roman Abramovich Bruce M. Buck  

 

次は外国人オーナーオイル型のクラブである。2011/12シーズンにおいてこの経営形
態のクラブはマンチェスター・シティとチェルシーの 2チームである。シーズン成績は
マンチェスター・シティが 1位、チェルシーは 6位であった。 
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表  17 シーズンサマリー（オイルマネー型）  

順位 チーム 勝ち 
引き

分け 
負け 

勝ち

点 
総収入 総支出 人件費 勝ち点 

1 Man City 28 5 5 89 231.2 258.4 201.8 2.26741573 

6 Chelsea 18 10 10 64 257.5 245.2 175.7 2.7453125 

 

クラブ総売上はマンチェスター・シティが￡231．2ｍとリーグ全体の 4 位、チェル
シーは￡257.5ｍの 2 位であり、両クラブとも上位にランキングされていることから外

国人オーナーオイル型の特徴としてプレミアリーグの中で売上高が高いクラブである

ということがわかった。図 10 から売上に占める Matchday、Broadcasting 、
Commercial の割合は両チームとも Broadcasting が高い。マンチェスター・シティは

Matchdayの売上は少ないが Commercialの売上が売上 1位であるマンチェスター・ユ
ナイテッドとほぼ同額の売上をあげている。 

 

図  10 オイルマネー型  

 

その背景にはマンチェスター・シティのメインスポンサーであり、スタジアムの命名

権を持つ「ETIHAD航空」の存在がある。2010/11シーズンにおけるマンチェスター・
シティの損失額はイングランド史上最高額である 1億 9490万ポンドであった。豊富な
資金力を活かして数多くの世界トップクラスの選手を獲得したことが影響している。し
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かし、年間でクラブが出せる赤字額を少なくするために欧州サッカー界で話題になって

いる FFP が導入された。この制度の導入により、今までオーナーのポケットマネーで
選手を購入してきた金満クラブは、オーナーからの補填が認められなくなる FFP によ

り、いままでのような補強ができなくなる。しかし、マンチェスター・シティはこの

FFPを突破するために、アブダビ政府の企業である「ETIHAD航空」をメインスポン
サー、スタジアムスポンサーとして契約することで推定 4 億ポンド（10 年契約）を広

告料収入として計上することができるようになった。ちなみに、同じ石油系のメインス

ポンサーと契約しているアーセナルの Fly Emiratesとの契約は 15年で 1億ポンドと
なっており、マンチェスター・シティのスポンサー料がいかに高額であるかがわかる。 

総支出はマンチェスター・シティが￡258.4ｍで 1位、チェルシーは￡245.2ｍで 2位で
あり、外国人オーナーオイル型のチームは支出額がリーグの中でも非常に多い。 
総収入についてはマンチェスター・シティが￡27.2ｍの赤字であり全体 20 位、チェル

シーは￡12.3ｍの黒字で 8位であり、総収入における特徴はみえなかった。 
人件費についてはマンチェスター・シティが￡201.8ｍで 1位、チェルシーが￡175.7

ｍで 2 位であり両チームともリーグの中でも人件費が高く高年棒の選手が多数在籍し

ている。1位マンチェスター・シティと 20位スウォンジの人件費の差は￡167.2ｍであ
り、約 5.8倍の差があった。売上高に占める人件費の割合はマンチェスター・シティが
87％で 3 位チェルシーが 68％で 13 位である。両チームとも 1 位のノリッジ、マンチ

ェスター・ユナイテッドの 50％と比較すると非常に人件費率が高いことがわかった。 
勝ち点１あたりの人件費についてはマンチェスター・シティが￡2.26ｍで 2位チェルシ
ーが￡2.74ｍで1位であり勝ち点1をあげるために非常にコストがかかっているといえ

る。20位スウォンジの￡0.73ｍと 1位チェルシーとの差額は￡2.01ｍであり、勝ち点 1
あたり 2.75倍のコストを投入している。 
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図  11 人件費と成績の関係 (オイルマネー型 )  

 

人件費と成績の関係からは人件費をリーグ中一番使っているマンチェスター・シティ

が優勝しており投資額に見合った順位になっていたが、チェルシーは人件費が 2位にも
関わらずリーグ戦順位は 6 位であり投資額に見合った順位を獲得できたとはいえなか

った。以上のことから外国人オーナーオイル型は各国の有力選手を多数在籍させている

ため人件費が非常に高く勝ち点あたりの人件費が高くなっている反面、クラブの人気が

高く売上高も高くなっていた。つまり、まずはクラブとして選手に巨額の投資を行いそ

のリターンであるリーグ戦成績やクラブの収益を後から回収するビジネス手法が戦略

的に行われている。 
マンチェスター・シティのオーナーは、Mansour bin Zayed Al Nahyan である。

Mansour bin ZayedAl Nahyanは王族の一員でありアラブ首長国連邦の閣僚で国務補
佐省大臣である。国政以外にもスポーツに対する造詣も深く、サッカークラブであるア

ル・ジャジーラ・クラブ会長やアラブ首長国連邦競馬局の会長も務めており、2015 年

にはアメリカメジャーリーグサッカーにニューヨークシティ FC を設立することも表
明している。2008年に自身が会長を務める投資会社 Abu Dhabi United Groupを使い
マンチェスター・シティの買収に成功しオーナーに就任した。クラブの Chairman は

Khaldoon KhalifaAl Mubaraである。Khaldoon KhalifaAl Mubarakはアラブ首長国
連邦の建設不動産会社であるムバダラ開発会社 CEO、ファーストガルフバンクのボー
ドメンバーを勤めている人物である。マンチェスター・シティのCEOはFerran Soriano

y = -0.0868x + 17.536 
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である。Ferran Sorianoは 2003年から 2008年までスペイン FCバルセロナの財務担
当副社長兼ジェネラルマネジャーを務めていた人物であり、在任中に FCバルセロナの
売上を€123mから€308ｍに利益を€73ｍの赤字から€88ｍまで引き上げた人物でその手

腕を買われ 2012年に CEOに就任した。 
チェルシーのオーナーは Roman Abramovichである。Roman Abramovichは 2003

年にチェルシーを前オーナーより買収し私財で多くの有名選手を獲得、チェルシーを世

界的なクラブに押し上げた。Roman Abramovichはユダヤ系ロシア人の実業家で、個
人的な投資会社Mill house capitalのオーナーであり、寡頭資本家（オリガルヒ）の一
人である。また、チュクチ自治管区知事を務めた政治家でもあり、『Forbes』によれ

ば、推定 187 億ドルの純資産を持っている。チェルシー買収後高額選手獲得のために
毎年多額の投資をおこなっている Roman Abramovich の現在の収入の源泉は、Mill 
house capitalによる投資、M&A等である。過去にはロシア国内の石油製造、精製企業

として 5 番目の規模を誇るシブネフチの株式をロシア半国営企業で天然ガス世界最大
企業ガスプロムに 130億 1000万ドルで売却した。これはロシア市場最大の企業合併で
ある。Mill house capitalの投資総額についてはオープンになっていないが、地域別で

はアメリカ、ロシア、ヨーロッパに 30％ずつ、アジアに 10％の投資を行っている。投
資先については天然資源、重工業、軽工業、不動産に 25％ずつ配分を行っており、主
に投資目的は買収、企業への戦略的投資が 40％ずつ、ベンチャー投資が 20％の内訳に

なっていた。天然資源投資における利益は石油が 48％、ガスが 28％、金 8％、銀 8％
その他金属が 7％となっていた。そのため Roman Abramovichはロシアの石油王と呼
ばれているのである。 

クラブの Chairman は Bruce M. Buckである。Bruce M. Buckはアメリカ人弁護士
でヨーロッパにおけるM&Aのスペシャリストとして活躍していた。2003年に Roman 
Abramovich の依頼に基づきチェルシーを￡140ｍで買収することに成功しその後チェ

ルシーの Chairman に就任した。 チェルシーの CEO は Ron Gourlay である。Ron 
Gourlay はマンチェスター・ユナイテッド、スポーツブランドのアンブロにて勤務後、
チェルシーの COOとなり 2009年よりチェルシーCEOに就任した。外国人オーナーオ

イル型クラブの特徴として、オーナーは石油により巨万の富を手にしている人物がおり

Chairmanには経営管理、財務管理のできる人物を据え、そして CEOにはサッカーク
ラブ経営経験者を配置しクラブ経営を行っていた。編成権については両チームとも

CEOに一任されており、最終決裁を Chairmanに求める形態であった。 
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第２項  米国企業型 

表  18 米国企業型  

チーム名  会社名  クラブ経営者  

リバプール Fenway Sports Group Tom Werner 

アストン・ビラ Reform Acquisitions LLC Randy Lerner 

 

次は米国企業型である。2011/12シーズンにおいてこの経営形態のクラブはリバプー

ルとアストン・ビラの 2チームである。 
 

表  19 シーズンサマリー（米国企業型）  

順位 チーム 勝ち 
引き

分け 
負け 

勝ち

点 
総収入 総支出 人件費 勝ち点 

8 Liverpool 14 10 14 52 169 148.6 109.2 2.1 

16 AstonVilla 7 17 14 38 80.4 100.6 69.6 1.831578947 

 

シーズン成績はリバプールが 8位、アストン・ビラは 16位であった。クラブ総売上
はリバプールが￡169ｍとリーグ全体の 5位、アストン・ビラは￡80.4ｍの 9位であり、
両クラブとも平均よりも上位にランキングされていた。 

図 12から売上に占めるMatchday、Broadcasting 、Commercialの割合は両チームと
も Broadcastingが高い。 
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図  12 米国企業型  

 
リバプールは Matchdayの売上がやや少ないが Commercialの売上が Broadcasting

とほぼ同等の売上となっている。アストン・ビラについては Broadcastingの売上比率
が高く、Matchday、Commercial とも売上が低く、英国人個人オーナー型と売上の割

合について類似であった。 
総支出についてはリバプールが￡148.6ｍで 5位、アストン・ビラは￡100.6ｍで 7位で
ありこちらも売上同様に平均よりも上位に位置していた。 

総収入についてはリバプールが￡20.4ｍの黒字で全体 5 位、アストン・ビラは￡20.2
ｍの赤字で 19位であり両クラブに共通する点はないがはっきり経営上有意差があった。
人件費についてはリバプールが￡109.2ｍで 5位、アストン・ビラが￡69.6ｍで 7位で

あり両チームともリーグ中位であった。 
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図  13 人件費と成績の関係（米国企業型）  

 

売上高に占める人件費の割合はリバプールが 65％で 7位アストン・ビラが 87％で 17
位である。両チームとも 1 位のノリッジ、マンチェスター・ユナイテッドの 50％と比
較すると非常に人件費率が高く、特にアストン・ビラの場合はほぼ 90％となっていた。 

勝ち点１あたりの人件費についてはリバプールが￡2.1ｍで 18 位、アストン・ビラが
￡1.83ｍで 16位であり、両チームともリーグの中で下位に属しており、勝ち点 1をあ
げるために非常にコストがかかっているといえる。人件費と成績の関係からは両チーム

ともに投資額に見合った順位を結果として残せていない。以上のことから外国人オーナ

ーアメリカ企業型のクラブはリーグ戦順位やクラブ経営の面においてもいまのところ

期待通りの成果がだせていない。またリバプールとアストン・ビラの両リームについて

の共通項が少なく米国企業型の特徴はいまのところ見いだせなかった。 
リバプールを所有としているのは Fenway Sports Group である。Fenway Sports 
Groupは 2001年に設立されたアメリカのスポーツ専門投資会社でMLB球団であるボ

ストンレッドソックスの親会社でもある。Fenway Sports Groupの特徴は球団だけで
なくボストンレッドソックスの本拠地フェンウェイパーク、リバプールのホームスタジ

アムであるアンフィールドも買収していることである。リバプールについては 2010年

に前オーナーより買収した。クラブの Chairmanは Thomas Wernerである。Thomas 
Wernerはアメリカテレビ業界で活躍した後、Fenway Sports Groupの設立に加わり投
資家として両球団を買収しどちらの球団でも Chairmanを勤めている。  

y = -0.0868x + 17.536 
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Managing Director は Ian Ayreである。Ian Ayreはブロードバンド会社、ケーブル
テレビ会社、サッカークラブでの CEOを経験後、2007年にリバプールの Commercial 
Director に就任した。2010年に Fenway Sports Groupにオーナー変更後 Managing 

Director に就任している。 

アストン・ビラのオーナーは Reform Acquisitions LLCであるが、これは Chairman 
の Randy Lernerがアストン・ビラ買収目的で設立した会社である。Randy Lernerは

アメリカ人弁護士でありスポーツチームオーナーである。父 Al Lernerから 2002年に
NFLクリーブランドブラウンズを受け継ぎ 2012年に売却するまで 2006年からアスト
ン・ビラと共に Chairman を勤めていた。2006 年にアストン・ビラの 89.69％の株式

を取得し買収を成功させた。Chief Executiveは Paul Faulknerである。Paul Faulkner
は 2008年 Chief Operating Officerとしてアストン・ビラに入団し 2010年から Chief 
Executiveとなっている。 

両チームとも Chairman にはオーナー自ら就任しているが実務面についてはそのチ
ームをよく知っている人材を経営者に選任し経営を行っていた。編成権については監督

に委ねられているが、リバプールはManaging Directorの Ian Ayreが、アストン・ビ

ラは Chief Operating Officerの Paul Faulknerが財務的な決裁をおこない編成をおこ
なっていた。 
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第３項 その他 

表  20 外国人（その他）  

チーム名  所有者  クラブ経営者  

フルハム Mohamed Al-Fayed Mohamed Al-Fayed 

サンダーランド Ellis Short Ellis Short 

QPR 
Tony Fernandes(66%) 

The Mittal family(34%) 
Tony Fernandes 

ブラックバーン・ローヴァーズ FC V H Group John Williams 

 
その他外国人オーナー型クラブについてである。2011/12シーズンにおいてこの経営

形態のクラブはフルハム、サンダーランド、QPR、ブラックバーン・ローヴァーズ FC

の 4クラブである。 

 
表  21 シーズンサマリー（外国人・その他）  

順位 チーム 勝ち 
引き

分け 
負け 

勝ち

点 
総収入 総支出 人件費 勝ち点 

9 Fulham 14 10 14 52 78.7 78.2 62.3 1.198076923 

13 Sunderland 11 12 15 45 77.9 80.3 64 1.422222222 

17 QPR 10 7 21 37 64 78.1 58.5 1.581081081 

19 Blackburn 8 7 23 31 54.1 62.5 50 1.612903226 

 

シーズン成績はフルハムが 9位サンダーランド 13位、QPR17位、ブラックバーン・
ローヴァーズ FCは 19位であった。クラブ総売上はフルハムが￡78.7ｍで 10位、サン
ダーランド￡77.9ｍで 11位、QPR￡64ｍ17位、ブラックバーン・ローヴァーズ FCは

￡54.1mで 19位であった。その他の外国人オーナー型クラブは全体的に売上が下位に
集中していた。図 14から売上に占めるMatchday、Broadcasting 、Commercialの割
合は 4チームとも Broadcastingが高く売上に対する割合が高かった。 
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図  14 外国人  

 

総支出についてはフルハム￡78.2ｍで 11位、サンダーランド￡80.3ｍで 10位、QPR
￡78.1ｍ12位、ブラックバーン・ローヴァーズ FCが￡62.5ｍ15位であった。支出に
ついてもその他外国人オーナー型クラブは中位から下位に位置していた。総収入につい

てはフルハム￡0.5ｍの黒字で13位、サンダーランド￡2.4ｍの赤字で14位、QPR￡14.1
ｍの赤字で 18位、ブラックバーン・ローヴァーズ FCは￡8.4ｍの赤字で 16位であり、
フルハムの黒字幅も小さくほとんどのクラブが赤字であり経営的に成功しているとは

いえない。人件費についてはフルハム￡62.3ｍで 11位、サンダーランド￡64ｍの赤字
で 9 位、QPR￡58.5ｍで 12 位、ブラックバーン・ローヴァーズ FC は￡50ｍ16 位で
全体の中位から下位に位置していた。 
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図  15 人件費と成績の関係（外国人その他）  

 

売上高に占める人件費の割合はフルハムが 79％で 14位、サンダーランド 82％で 15
位、QPR が 91％で 19 位、ブラックバーン・ローヴァーズ FC は 92％の 20 位で全体
の下位に集中していた。勝ち点１あたりの人件費についてはフルハム￡1.19ｍで 8 位、

サンダーランド￡1.42ｍで 10 位、QPR￡1.58ｍで 13 位、ブラックバーン・ローヴァ
ーズ FC は￡1.61ｍ14 位であり、全体の中位から下位に位置していた。人件費と成績
の関係からは 4クラブとも投資額にみあった順位であるといえ、さらに上位の成績をお

さめるためにはさらなる投資が必要であり、現状の投資額であればプレミアリーグ残留

の可能性も低い。 
以上のことから外国人その他オーナー型はクラブ成績、また経営的にも非常に難しい

グループといえ、プレミアリーグ残留を確実にし、上位に進出するためにはさらなる投

資が不可欠である。また売上に占める Broadcasting の割合が高く、経営的にも赤字の
クラブが多いことから、MatchdayとCommercialの売上増加を行う施策が必要である。 

フルハムのオーナー兼 Chairman は Mohamed Al-Fayed である。Mohamed 
Al-Fayed はエジプト出身の実業家でパリのホテルリッツ、ロンドンのハロッズデパー
ト等も所有している。1997年にフルハムを買収しプレミアリーグ昇格に貢献している。

CEOは Alistair Mackintoshである。Alistair Mackintoshは公認会計士で 2008年マ
ンチェスター・シティからフルハムに移籍している。サンダーランドのオーナー兼

Chairman は Ellis Short である。Ellis Short はアメリカ人投資家で投資ファン

y = -0.0868x + 17.536 
R² = 0.54263	
 

0 

5 

10 

15 

20 

25 

0 50 100 150 200 250 

人件費と成績の関係(2011/12) 



 36 

ド Kildare Partnersの創業者であり、2009年にサンダーランドを完全買収している。
CEOはMargaret Byrneである。Margaret Byrneは 2007年に社内弁護士として入団

し 2011年に CEOに就任している。QPRのオーナーは Tony Fernandesと The Mittal 

family である。Tony Fernandes はマレーシア人実業家でエアアジアの CEO であり
QPRの Chairmanである。The Mittal familyはインド人実業家ファミリーでロンドン
を拠点に鉄鋼業で財をなした一族である。QPR の CEO は PhilipBeard である。

PhilipBeard はエアマイルインターナショナルの創業者であり、2012 年ロンドン五輪
の招致委員メンバーである。ブラックバーン・ローヴァーズ FC のオーナーは V H 
Group である。V H Group はインドの加工食品、医薬品、動物用薬を製造する企業で

あり 2010 年にブラックバーン・ローヴァーズ FC を買収した。Chairman は John 
Williams で 1990 年代から球団幹部を務めている。Deputy chief executive は Paul 
Huntである。Paul Huntはレスターシティーとウィガンで Commercial director を歴

任し 2011年からブラックバーン・ローヴァーズ FCの Deputy chief executiveとなっ
ている。 

以上のことからその他外国人オーナー型クラブにおいても専任経営者を球団幹部に

迎えて経営をおこなっていることがわかった。編成権については監督が持っており球団

実務トップに財務的な判断を委ねる形態であった。 
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表  22 外国人オーナーの特性  

クラブの分類 クラブ数 特性 

外国人オーナ

ー 

オイル

型 
2 

順位、売上、支出ともに上位 

人件費が高い(高コスト体質) 

潤沢なオイルマネーによる投資 

クラブ代表者は管理型(その下にサッカー経営経

験者を配置) 

優勝が目標 

米国型 2 

順位、売上ともに中位 

人件費は高いが投資に見合った順位になっていな

い 

親会社のオーナーがクラブ代表者(その下にサッ

カー経営経験者を配置) 

プレミア上位進出が目標 

その他 4 

順位、売上ともに下位 

支出は中位から下位 

放映権収入に対する依存度高い 

経営的も３クラブが赤字 

利益もすくなく経営的には成功していない 

成績と順位の関係は順当だが上位進出は望めずプ

レミア残留が危うい状態 

プレミア残留が目標 
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第４章 考察 

第１節 ファイナンシャルフェアプレー導入後のクラブ経営 

所有形態ごとの特徴を明らかにした結果、UEFAによるファイナンシャルフェアプ

レー（以下 FFP）が本格化する今後のクラブ経営形態として、株主公開型が一つのモ
デルになりうると示唆される。FFPはサッカークラブにおける財務最適化のためのル
ールである。2013/14シーズンにおける審査対象年度は 2011/12シーズンと 2012-13

シーズンの２シーズンが対象となり、この２年間の合計の赤字総額を 4500万€（約 54
億円）以内にしなければいけない。また、2015/16シーズンから 2017-18シーズンまで
の 3シーズンからは更に条件が厳しくなり、赤字金額を 3500万€（約 35億円）以内に

しなければいけなくなる。そして、さらに 2018/19シーズン以降は厳しくなり、一切の
赤字が許されなくなるシステムが FFP制度である。この基準をクリアできないクラブ
はヨーロッパにおけるクラブライセンスが発行されないため、UEFAが管轄している

大会である「UEFAチャンピオンズリーグ」や「UEFAヨーロッパリーグ」への出場
ができなくなるのである。近年、欧州クラブにみられるオイルマネーの流入により、特

にプレミアリーグは潤っているクラブが多いが、この制度の導入により、オーナーがポ

ケットマネーにより赤字を補填するやり方も禁止されるようになり、将来的にはオーナ

ーの資金力とクラブが使える補強予算も無関係になり、さらに銀行などの金融機関から

の借入金による補填も不可能になるのである。しかし、長期的な投資である育成やスタ

ジアムなどの施設に対する支出は FFPとしての支出にはカウントされずに、別会計と
なることも決まっているのである。 
このような、FFPの導入が決まった結果、各チームは単年度の黒字決算を継続しなけ

れば、リーグに残留することや欧州リーグ、欧州チャンピオンズリーグへの参加権利を

剥奪されることとなり、各クラブは経営力を向上させる必要が生じた。クラブ経営が赤

字になる主な理由は、チーム戦力向上のため優秀な選手を獲得する資金や人件費が高騰

したために、投資が収入を上回っているからである。 
株式公開型の 2クラブは順位、総売上とも上位で売上比率もバランスが良く、総収入も
利益が最も出ていた。売上に占める人件費の割合も 50-60％と低く抑えられ人件費と成

績の関係もバランスが良い。その理由は様々な経営資源がバランスよく配置されている

からだと考える。アカウンタビリティーを義務付けられている株式公開型の場合、結果

として様々な利害関係者、特に株主に配慮した経営を行うことが必要になる。そのため

株主利益を損ないかねない戦力強化を目的とした過剰な投資を行うことができない。戦

績に左右されずに配当を出すためにはバランス良く売上を上げる必要があり、また株価

維持のためにはさらなる経営努力を行い売上増大、コストカット、戦績向上努力が必要
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となる。Wilson(2013)がいうように、今後も私財でのこれ以上の投資ができず手放した
いと考えている英国人クラブオーナーが存在し、プレミアリーグクラブ保有にはオーナ

ーのステイタス向上、収益性の観点から買収するメリットが十分あると考えている外国

人投資家がいる以上、クラブの所有者はさらに多国籍化多様化する。海外投資家による

クラブ買収により国際化が進む中でコーポレートガバナンス、つまりサッカークラブは

誰の利益のために運営されるべきか、また経営者による企業運営を誰が牽制し監視する

のか、そしてその監視体制は誰の利益の観点からなされるべきかについても配慮されて

おり、適当な経営モデルの一つであろう。Millword（2012）もプレミアリーグ所属ク
ラブが今後収入確保のための手段として行うべきこととして、テレビ放映権の確保、株

式上場スキーム、フットボールクラブを軸にした新たなビジネスづくり、そして最大の

ミッションはプレミアリーグに残留することと述べている。 
しかし、FFP による規制も十分ではない。長期的な投資である育成やスタジアムな

どの施設に対する支出は FFP としての支出にはカウントされずに別会計となることも
決まっている。またマンチェスター・シティはこの FFP を突破するために、アブダビ
政府の企業である「ETIHAD 航空」をメインスポンサー、スタジアムスポンサーとし

て契約することで推定 4 億ポンド（10 年契約）を広告料収入として計上した。以上の
例からも今後規制に触れない方法で資金を個人オーナーがクラブに提供する可能性は

十分にある。特に桁外れの資産を持つ外国人オーナーオイル型は実績のある専門経営者

や監督、優秀な選手を獲得しており、好成績を維持しつつ経営状況も FFP に沿うよう
に改善していくものと推測され、その動向を無視することはできない。 

Deloitteが発行している Annual Review of	
 Football Financeによると、年々選手

年棒や移籍金も高騰しており、今後さらに各クラブは戦力強化を行うためには資金が必

要となる。資金を得る方法として株式公開を行い市場から資金調達を行うか、もしくは

オーナーが FFPに抵触しない方法で資金をクラブに提供する必要があり、各クラブは

いずれかの方法にて経営を行うことを今後迫られると考察する。 

 
 
第２節 本研究の限界と今後の課題 

本研究の限界としていくつかの課題がある。本研究は 2011/12シーズン単年度のデータ
から研究結果を導きだしており、複数年での傾向を導き出せていないことである。今後

さらなる調査研究を進めていきたい。 
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第５章  結論 

本研究から英国サッカープレミアリーグ所属各クラブの経営形態による特徴が明ら

かになった。リーグ所属 20 クラブのうち 18 クラブは国内外のオーナーによる私財で

賄われていた。角田(2006)はプレミアリーグ所属のサッカークラブの経営形態は財務諸
表を公開が義務づけられている public limited company（公開有限責任会社）とオーナ
ーが私財で賄っているクラブに分類される。主に放映権料の高騰によりクラブ収入が大

幅に増加したこと、またボスマン判決後に外国人選手の移籍が流動的になったことから

一部のクラブは有望な選手を世界中から集めることが可能になった。その結果財務力の

あるクラブは移籍によってチーム戦力の強化を行い、財務力の乏しいクラブは育成によ

り戦力強化をはかる戦略が鮮明になったとしている。移籍市場においてボスマン判決の

影響で選手の移籍金、年俸が高騰した結果、財政が悪化しクラブ経営を圧迫され経営に

行き詰まるクラブが出始めているとも述べている。 

研究結果から UEFAによる FFPが本格化する今後のクラブ経営形態として、株主公
開型が一つの経営モデルになりうると示唆された。株式公開型の 2クラブは順位、総売
上とも上位で売上比率もバランスが良く、総収入も利益が最も出ていた。売上に占める

人件費の割合も 50-60％と低く抑えられ人件費と成績の関係もバランスが良かった。コ
ーポレートガバナンスの観点からも株主に配慮した経営が行われており、株価変動のリ

スク等新たな経営上のリスクはあるが、今後 FFP を念頭にいれた経営をおこなってい

くサッカークラブにとっては一つの有力な経営形態であろう。 
しかし、私財で運営されている外国人オーナーオイル型の経営形態も無視することは

できない。何故なら成績も上位であり財務体質も FFP に沿うように資金提供が今後も

行われていくことが想定されるからである。また、現状のクラブ所有形態は 90％がオ
ーナー所有であり、またその半数が外国人オーナーである。外国人オーナーオイル型は

桁外れの資金をクラブに投入しているが、投資に見合った結果を得るために企業が投資

行為を行うことは健在な行為であり、サッカークラブが勝利するためにチームに投資を

行うことも妥当な行為である。 
グローバルマーケティングによるファン層拡大を視野にいれ、各国の優秀な監督や選手

を集めクオリティーの高い試合を提供できるクラブを作り上げることは非常に魅力的

であり、戦略的に多額の投資を短期間に行い、チーム強化を行う経営手法はもう一方の

有力な経営手法になり得る。 

Deloitteが発行している Annual Review of	
 Football Financeによると、年々選手
年棒や移籍金も高騰している。理由はボスマン判決により国籍を持つプロサッカー選手

が以前所属したクラブとの契約を完了した場合、EU域内の他クラブチームへの移籍が
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自由になったためである。その結果、クラブ資金力の差が順位に現れるようになり、選

手補強のために多額の投資が必要となった。 

研究結果からも明らかなようにプレミアリーグにおいてはその傾向は顕著であり、人

件費と順位には相関関係がみられ、今後も各クラブは常に新たな資金調達方法を模索す

ることになる。西崎（2011）はプレミアリーグにおけるサッカークラブのファイナン
シングスキームについて述べている。英国プレミアリーグ所属のクラブの中でも売上上

位グループは最新のファイナンス手法で資金調達を行い、その他多数のクラブはファン

の経営参加の手法で資金調達を行っている。具体的には公募債や私募債等の発行で資金

調達を行っているものであり、英国プレミアリーグにおける特殊な事例ではあるが、金

融面やファイナンシングの手法としては革新的であると述べている。 
市場の拡大と選手年俸の高騰に伴い、プレミアリーグにおいて各クラブが活躍するた

めには、経営的、財務的な戦略をより高度化する必要がある。市場から資金調達を行う

株式公開型もしくは私財からオーナーが莫大な資金を提供する経営形態のいずれかに

より必要資金の調達を行い、チーム強化を行う必要があるという結論が導きだされた。	
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